
届出が必要な学校感染症 

 

学校感染症のうち、以下の病気に罹患した場合は、感染拡大を防止の措置を講じる必要があるため、罹

患が判明した時点で、所属学部・研究科事務室に連絡をしてください。連絡を必要とする感染症の種類は、

厚生労働省の届出感染症基準に基づいています。 

（１）第一種感染症（エボラ出血熱、ペスト、クリミア・コンゴ出血熱、マールブルグ熱、痘そう、ラッ

サ熱、南米出血熱、急性灰白骨髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群、鳥インフルエンザ、新

型インフルエンザ等感染症） 

（２）上記以外（麻疹、風疹、結核、髄膜炎菌性髄膜炎、コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、

腸チフス、パラチフス） 

 


